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４
日
間
の
審
査
を
実
施

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
３

年
度
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、

３
事
業
会
計
の
決
算
は
、
9
月
６

日
か
ら
9
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
を
細
か
く
審
査

　

審
査
は
、
会
計
ご
と
に
行
わ
れ
、

適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、
不

用
額
は
妥
当
で
あ
る
か
、
事
業
の

成
果
は
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
細
か

く
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
す
べ
て
の
会
計
を
一

括
し
た
討
論
が
行
わ
れ
、
電
子
表

決
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り「
認
定
す
べ
き

も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
は
本
会
議
で
最
終
採
決

　

９
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

会
計
ご
と
に
採
決
を
行
い
、
す
べ

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

※�

主
な
質
疑
、
討
論
は
４
ペ
ー
ジ
、

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令和３年度　決算審査
一般会計、５特別会計、３事業会計を審査
すべての会計決算を認定

国庫支出金
23億2,025万円　14.8%

各種交付金　6億3,389万円　4.0%

地方譲与税　3億1,623万円　2.0%
町債   20億7,831万円
13.2%

道支出金　10億4,541万円　6.7%

地方交付税
38億8,551万円
24.7%

地方交付税
38億8,551万円
24.7%

34.6%34.6%

65.4%65.4%

繰越金　5億1,048万円　3.2%

財産収入・寄附金・   
繰入金 
7億4,439万円　4.7%

諸収入　5億1,381万円
3.3%

負担金・使用料・手数料　4億4,974万円　2.9%

町税　32億3,162万円　20.5%

収入
（歳入）

自
主

財

源

依

存

財

源

災害復旧費  4,276万円　0.3%

その他　3億1,291万円　2.1%

消防費　3億8,190万円　2.5%

商工費　5億9,920万円　4.0%
公債費
11億4,505万円　7.6%

教育費
14億4,560万円

9.6%

教育費
14億4,560万円

9.6%

土木費　12億2,422万円　8.1%土木費　12億2,422万円　8.1%

民生費
26億510万円
17.3%

民生費
26億510万円
17.3%

職員費
15億4,944万円
10.3%

職員費
15億4,944万円
10.3%

総務費
15億2,213万円
10.1%

総務費
15億2,213万円
10.1%

衛生費
26億6,429万円
17.7%

衛生費
26億6,429万円
17.7%

農林産業費
15億6,671万円
10.4%

農林産業費
15億6,671万円
10.4%

支出
（歳出）

特集特集
一般会計の歳出総額　150億5,931万円一般会計の歳出総額　150億5,931万円

一般会計と特別会計の歳出一般会計と特別会計の歳出200200億億99,,067067万円万円
令和３年度 令和２年度 増減額

総　額 150億5,931万円 193億3,288万円 ▲42億7,357万円

民 生 費 26億510万円 24億5,975万円 1億4,535万円
農林産業費 15億6,671万円 46億5,034万円 ▲30億8,363万円
職 員 費 15億4,944万円 15億5,578万円 ▲634万円
衛 生 費 26億6,429万円 35億2,789万円 ▲8億6,360万円
総 務 費 15億2,213万円 22億6,248万円 ▲7億4,035万円
教 育 費 14億4,560万円 15億1,287万円 ▲6,727万円
土 木 費 12億2,422万円 12億1,677万円 745万円
公 債 費 11億4,505万円 7億9,786万円 3億4,719万円
商 工 費 5億9,920万円 6億5,393万円 ▲5,473万円
消 防 費 3億8,190万円 5億5,878万円 ▲1億7,688万円
そ の 他 3億1,291万円 1億3,644万円 1億7,647万円
災害復旧費 4,276万円 0万円 4,276万円

令和３年度 令和２年度 増減額

総　額 157億2,965万円 198億4,336万円 ▲41億1,371万円

町 税 32億3,162万円 32億2,421万円 741万円
諸 収 入 5億1,381万円 11億670万円 ▲5億9,289万円
負担金・使用料・手数料 4億4,974万円 4億6,169万円 ▲1,195万円
繰 越 金 5億1,048万円 4億7,468万円 3,580万円
財産収入・寄附金・繰入金 7億4,439万円 11億368万円 ▲3億5,929万円
地 方 交 付 税 38億8,551万円 34億3,929万円 4億4,622万円
道 支 出 金 10億4,541万円 27億6,622万円 ▲17億2,081万円
町 債 20億7,831万円 29億5,959万円 ▲8億8,128万円
国 庫 支 出 金 23億2,025万円 34億5,624万円 ▲11億3,599万円
各 種 交 付 金 6億3,389万円 5億3,954万円 9,435万円
地 方 譲 与 税 3億1,623万円 3億1,152万円 471万円

ごみ処理や病気予防などに

147,060円
（193,118円）

借入金返済に

63,203円
（43,675円）

高齢者や児童の福祉などに

143,793円
（134,648円）

情報化推進などに

84,017円
（123,849円）

河川・道路・公園の整備などに

67,573円
（66,607円）

産業振興などに

119,551円
（290,359円）

学校・公民館・体育館
などに

79,792円
（82,815円）

消防・救急活動などに

21,080円
（30,588円）

職員費に

85,524円
（85,164円）

その他に

　　17,272円 
（7,469円）

災害復旧などに

2,360円
     （0円）

町民１人当たりの支出  町民１人当たりの支出      831,225    831,225円円（1,058,292円）（1,058,292円）

町民１人当たりの貯金　町民１人当たりの貯金　約約159,000159,000円円（約152,000円）（約152,000円）

町民１人当たりの借金　町民１人当たりの借金　約約737,000737,000円円（約671,000円）（約671,000円）

※令和４年３月31日現在の人※令和４年３月31日現在の人
　口18,117人で算出。　口18,117人で算出。
※（　）内の数字は令和２年度※（　）内の数字は令和２年度
　決算の額　決算の額

特別会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

国民健康保険 24億2,468万円 21億8,989万円

後期高齢者医療 3億624万円 3億444万円

介 護 保 険 20億2,126万円 19億2,197万円

地域開発事業 1億289万円 9,809万円

簡 易 水 道 5億2,053万円 5億1,697万円

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

一 般 会 計 157億2,965万円 150億5,931万円

事業会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

下 水 道 7億4,457万円 7億6,519万円

上 水 道 5億4,844万円 4億7,780万円

公立芽室病院 22億8,843万円 20億8,659万円

※事業会計は収益的収支を掲載しています。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
ど
う
活
か
さ
れ
た
？
私
た
ち
の
お
金
! !
」「
賛
成
×
反
対 

討
論
」

特
集　

令
和
３
年
度　

決
算
審
査

※端数整理により合計は合いません

電子表決システムによる採決結果柴田予算決算特別委員長
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

ど
う
活
か
さ
れ
た
？

私
た
ち
の
お
金
‼

質疑数
139

審査時間

10時間
10分

反
対

賛
成×
討
論

　

３
日
間
の
決
算
に
対
す
る
質
疑
を
終
え
、
議
員
個
人
が
決
算
に
対
し「
反
対（
認
定

し
な
い
）」「
賛
成（
認
定
す
る
）」を
表
明
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
反
対
の
立
場
で
１
人
、
賛
成
の
立
場
で
３
人
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

※
９
件
の
議
案
を
一
括
し
て
討
論
す
る
た
め
、
議
案
の
う
ち
１
件
で
も
反
対
要
素
が

あ
れ
ば
、
反
対
の
立
場
で
の
討
論
と
な
り
ま
す
。

　討論とは、議員
が自分の賛否の意
見を表明し、その
理由を述べること
で他の議員を自分
の意見に賛同させ
ることを目的に行
います。

渡
辺
洋
一
郎 

委
員

　

第
１
に
、
国
に
公
費
負
担
を
求
め
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
下

げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
第
２
に
、

年
金
支
給
額
減
額
の
中
で
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
負
担
増
は
、
被
保
険

者
の
生
活
の
質
の
低
下
に
直
結
す
る
こ
と
、

第
３
に
、
介
護
保
険
料
は
道
内
で
も
高

い
水
準
に
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
利
用
者

負
担
増
は
、
介
護
行
政
の
後
退
で
あ
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

一
方
で
、
一
般
会
計
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
生
活
に
大
き
な
影

響
を
受
け
た
町
民
や
事
業
者
の
健
康
と

生
活
を
守
る
た
め
、
生
活
支
援
事
業
や

各
種
経
済
対
策
が
行
わ
れ
た
。
町
行
政

は
町
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
町
民
と
の
対

話
を
重
視
し
、
町
政
執
行
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

黒
田　

栄
継　

委
員

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
の
感
染
症
対

策
を
中
心
に
、
町
民
の
生
活
支
援
を
的
確

に
実
施
し
た
こ
と
を
大
き
く
評
価
す
る
。

　

将
来
負
担
比
率
の
動
向
な
ど
懸
念
材

料
は
あ
る
が
、
光
回
線
な
ど
、
こ
の
一

年
で
整
備
さ
れ
た
も
の
を
、
今
後
の
町

の
強
み
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
。

　

機
構
改
革
を
経
て
各
種
新
規
事
業
に

臨
み
、
継
続
事
業
も
新
た
な
枠
組
み
で

試
行
錯
誤
し
、
非
常
に
困
難
な
状
況
で

は
あ
っ
て
も
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
芽

室
町
の
魅
力
向
上
へ
の
成
果
が
見
え
た

決
算
で
あ
る
。

　

決
し
て
余
裕
の
あ
る
財
政
状
況
で
は

な
い
が
、
今
後
も
町
民
の
声
に
応
え
、

限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果
的
に
施
策

に
結
び
付
け
、「
ず
っ
と
輝
く
ま
ち
め
む
ろ
」

が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

立
川　

美
穂 

委
員

　

次
代
の
人
材
育
成
の
観
点
に
お
け
る

高
校
生
へ
の
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
等
の
担
当
が
、

町
長
部
局
か
、
教
育
部
局
か
曖
昧
で
あ

っ
た
が
、
魅
力
創
造
課
が
調
整
役
と
し

て
始
動
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
住
民
に
よ
る
自
治
を
目
指
す

本
町
の
住
民
参
加
に
お
い
て
、
町
民
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

受
講
者
が
実
践
の
場
と
し
て
総
合
計
画

審
議
会
に
参
加
し
、
審
議
委
員
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
、
真
の
住
民

自
治
を
具
現
化
す
る
た
め
の
大
き
な
一

歩
で
あ
り
、
今
後
も
、
町
民
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍

で
き
る
場
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
複
雑
な

事
務
事
業
推
進
に
お
い
て
、
魅
力
創
造

課
が
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

鈴
木　

健
充 
委
員

　

町
民
が
不
安
な
く
暮
ら
せ
る
福
祉
の

向
上
や
、
経
済
活
動
へ
の
支
援
策
の
充

実
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
考
え
な
が
ら
、
迅
速
か
つ

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
中
に
あ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
事
業
と
し
て
、
多
く
の
担
当

課
が
各
事
業
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
予
算
編

成
し
、
迅
速
に
対
応
で
き
て
い
た
。

　

芽
室
町
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ふ
る
さ

と
納
税
特
典
贈
呈
事
業
の
管
理
運
営
を

民
間
委
託
す
る
こ
と
で
、
成
果
が
向
上

し
て
い
る
。

　

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
運
営
に
お

い
て
は
、
町
民
の
熱
い
思
い
を
感
じ
な

が
ら
、
町
民
の
利
用
が
増
え
る
改
革
を

進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
予
算
執
行
に
努
力
の

結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

賛成

賛成

賛成

反対 ◆
介
護
保
険
特
別
会
計

問 

中
村　

和
宏 

委
員

　

介
護
事
業
所
職
員
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
半
数
以
上
が

仕
事
に
満
足
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
の
分
析
と
、

人
材
育
成
へ
の
考
え
方
は
？

答 

高
齢
者
支
援
課
長

　

人
手
不
足
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

業
務
量
増
加
な
ど
課
題
も
見
え

て
お
り
、
事
業
者
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た

い
。

◆
財
政
分
析

問 

正
村　

紀
美
子　

委
員

　

今
後
の
財
政
健
全
化
の
指
標
、

歳
入
・
歳
出
の
見
通
し
は
？

答 

副
町
長
、
政
策
推
進
課
長

　

将
来
負
担
比
率
が
上
昇
見
込

み
で
あ
り
、
連
動
し
て
実
質
公

債
費
比
率
や
経
常
収
支
比
率
が

上
昇
す
る
懸
念
が
あ
り
、
地
方

債
の
発
行
に
は
慎
重
を
期
す
。

交
付
税
、
町
税
な
ど
一
般
財
源

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
の
精
査
が
鍵

と
な
る
。

◆
総
務
費

問 

常
通　

直
人　

委
員

　

役
場
新
庁
舎
の
電
気
料
な
ど

が
、
旧
庁
舎
よ
り
高
い
が
？

答 

総
務
課
長

　

施
設
規
模
、
設
備
、
職
員
数

な
ど
が
大
き
く
違
う
こ
と
、
燃

料
高
騰
の
影
響
な
ど
も
要
因
。

◆
農
林
産
業
費

問 

寺
町　

平
一　

委
員

　

新
農
業
後
継
者
育
成
シ
ス
テ

ム
の
受
講
者
は
、
そ
の
後
、
全

員
就
農
し
て
い
る
か
？

答 
農
林
課
長

　

後
継
者
と
し
て
就
農
し
て
い

る
。

◆
教
育
費

問 

梶
澤　

幸
治　

委
員

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
に
向
け
た
調
査
研
究

の
進
捗
状
況
は
？

答 

生
涯
学
習
課
長

　

社
会
教
育
分
野
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
加
え
、
中
学
校
の
部

活
動
の
地
域
移
行
に
よ
り
、
社

会
教
育
分
野
の
連
携
が
必
要
と

な
る
。
指
導
者
の
確
保
状
況
な

ど
今
後
の
見
通
し
も
含
め
た
調

査
を
進
め
る
。

問 

中
田　

智
惠
子　

委
員

　

新
た
に
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ

ー
に
な
っ
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
？

答 

在
宅
支
援
係
長

　

引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
座
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

橋
本　

和
仁　

委
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
件
数
が
倍
増

し
た
分
析
を
し
て
い
る
か
？

答 

魅
力
創
造
課
長

　

単
価
の
安
い
返
礼
品
を
多
数

用
意
し
、
納
税
者
を
増
や
し
て

次
の
納
税
に
つ
な
げ
て
い
く
方

針
の
結
果
と
考
え
る
。

問 

堀
切　

忠　

委
員

　

補
足
給
付
の
縮
小
に
よ
り
、

利
用
料
金
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
退
所
し
た
、
介
護
度
４
や

介
護
度
５
に
該
当
す
る
方
は
い

る
の
か
？

答 

高
齢
者
支
援
課
長

　

そ
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
。

堀切委員 中村委員

中田委員

梶澤委員

正村委員

常通委員橋本委員

寺町委員



　

９
月
１
日
に
始
ま
っ
た
９
月
定
例
会

議
は
、
14
日
、
15
日
の
一
般
質
問
を
経

て
、
９
月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年

度
会
計
の
決
算
審
査
や
条
例
改
正
の
ほ

か
、
教
育
長
の
任
命
同
意
な
ど
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
詳
細
は
次
号（
11
月
号
）

に
掲
載
し
ま
す
。

　

議
員
辞
職　
　
　
　
　

１
件

　

行
政
報
告　
　
　
　
　

３
件

　

諮
問　
　
　
　
　
　
　

１
件

　

任
命
同
意　
　
　
　
　

２
件

　

令
和
３
年
度
決
算　
　

９
件

　

報
告　
　
　
　
　
　
　

３
件

　

剰
余
金
処
分　
　
　
　

１
件

　

契
約
締
結　
　
　
　
　

３
件

　

条
例
改
正　
　
　
　
　

３
件

　

５
期
総
構
想
変
更
・

　

後
期
実
施
計
画
策
定　

１
件

　

補
正
予
算　
　
　
　
　

10
件

　

意
見
書
案　
　
　
　
　

２
件

　

陳
情　
　
　
　
　
　
　

３
件

●
行
政
報
告

　

町
長
か
ら
８
月
16
日
の
大
雨
に
よ
る

被
害
と
対
応
に
つ
い
て
、
避
難
所
の
開

設
準
備
を
実
施
し
た
こ
と
、
農
業
、
道

路
関
係
で
洗
掘
等
の
被
害
が
あ
っ
た
こ

と
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
災
害
復
旧
に
係
る
費
用
は
、
専

決
処
分
に
よ
り
補
正
予
算
を
編
成
し
た

と
の
報
告
を
受
理
し
ま
し
た
。

●
教
育
長
の
任
命

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
程

野
仁
教
育
長
の
再
任
案
を
原
案
の
と
お

り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

●
意
見
書
案

　
「
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
」な
ど
２
件

の
意
見
書
は
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
同
日
付
で
衆
議
院
議
長

な
ど
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
意
見
書
の
内
容
は
、
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
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９月
定例会議

９月
補正予算

町
長
か
ら
の
提
案
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決

程
野
教
育
長
再
任
案
に
全
会
一
致
で
同
意

令
和
４
年
度
補
正
予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決

一
般
会
計
の
総
額
は
１
３
４
億
３
，４
１
９
万
８
千
円
に

　

９
月
定
例
会
議（
１
日
及
び
21
日
）に
提
案
さ
れ
た
各
会
計
補
正
予
算
は
、予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
、原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、そ
の
後
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
意
見
書
提
出
」「
９
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」

ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス

主
な
内
容

令
和
４
年
８
月
22
日
受
理

　

い
つ
も
ネ
ッ
ト
で
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
先
日
の
委
員
会
で
し

た
が
、
議
員
が
欠
席
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
議
員
は
会
議
に
出
席
す
る
義
務

は
な
い
の
で
す
か
。
公
務
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
納
得

の
い
く
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
60
代　

女
性
）

令
和
４
年
９
月
９
日
受
理

　

今
話
題
の
統
一
教
会
と
関
係
が
あ
る

議
員
は
芽
室
町
議
会
に
い
ま
す
か
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
も
や
っ
て
い
る
の
で
調

査
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

�

（
62
歳　

男
性
）

令
和
４
年
９
月
22
日
受
理

　

議
会
中
継
を
見
ま
し
た
。
決
算
の
審

査
を
行
う
委
員
会
の
よ
う
で
し
た
が
、

議
員
の
質
問
を
聞
い
て
い
る
と
、
全
く

決
算
に
関
係
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

質
問
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
が
普
通
な

の
で
し
ょ
う
か
？
疑
問
に
思
っ
て
い
る

議
員
は
誰
も
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

議
会
の
考
え
を
聞
き
た
い
で
す
。
我
々

が
選
ん
だ
議
員
で
す
か
ら
、
こ
れ
が
普

通
で
何
も
問
題
無
い
と
い
う
な
ら
、
そ

れ
は
そ
れ
で
結
構
で
す
。
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。�

（
無
記
名
）

回
答（
９
月
５
日
）

　

お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
回
答
し
ま

す
。

　

議
員
は
、
住
民
の
選
挙
に
よ
り
就

任
す
る
職
で
あ
り
、
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
く
特
別
職
公
務
員
と
な
り
ま

す
。
議
員
の
主
た
る
義
務
に
は
、
今

回
御
指
摘
の
あ
っ
た「
会
議
に
出
席

す
る
義
務
」の
ほ
か
、「
規
律
を
守
る

義
務
」、「
懲
罰
に
服
す
る
義
務
」が
地

方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
会
議
等
に
欠
席
の
際
は
、

芽
室
町
議
会
会
議
条
例
に
基
づ
き
、

原
則
と
し
て
事
前
に
理
由
を
付
し
て

議
長
等
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
と

な
り
、
本
町
議
会
で
は
、
関
係
規
定

を
順
守
し
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

回
答（
９
月
26
日
）

　

お
尋
ね
の
件
は
、
議
員
活
動
へ
の

御
指
摘
と
捉
え
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

個
々
の
権
限
と
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
日
常
の
議
員
活
動
に
対
し
て

は
、
議
会
が
主
体
的
に
関
与
・
調
査

す
べ
き
も
の
で
な
い
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
の

回
答
を
し
か
ね
る
こ
と
を
御
理
解
く

だ
さ
い
。

回
答（
10
月
３
日
）

　

決
算
審
査
に
お
け
る
議
員
の
質
問

へ
の
御
指
摘
に
対
し
、
お
答
え
し
ま

す
。

　

議
員
の
質
疑
や
質
問
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
々
の
調
査
や
研
究
を
基
に
、

独
自
に
論
点
や
理
論
の
展
開
を
整
理

し
臨
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

関
係
法
令
等
に
基
づ
き
、
各
議
員
の

発
言
の
秩
序
保
持
に
関
す
る
権
限

は
、
議
長（
委
員
会
で
あ
れ
ば
委
員

長
）に
属
し
、
適
宜
、
行
使
し
な
が

ら
議
会（
委
員
会
）を
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
共

有
し
、
引
き
続
き
、
議
会
が
与
え
ら

れ
た
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

今
後
に
向
け
て
も
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
、
議
会
全

体
と
し
て
い
っ
そ
う
の
倫
理
と
規
範

の
順
守
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

一般会計補正予算（歳出）
項　　目 金　　額 主な使いみち

議 会 費 ▲297千円 常任委員会先進地事務調査

総 務 費 ▲644千円 ご当地ナンバー導入経費

民 生 費 14,922千円 障害者自立支援給付費返還金

衛 生 費 211,939千円 新型コロナウイルス対策事業

農 林 産 業 費 98,206千円 経営継承・発展等支援事業

商 工 費 7,303千円 新嵐山スカイパーク運営支援事業

土 木 費 3,817千円 街灯維持管理事業

教 育 費 ▲86,709千円 給食センター備品購入

予 備 費 63,057千円

合 計 3億11,594千円

※一般会計は初日（１日）と最終日（21日）の提案を合算しています

特別会計、事業会計補正予算（歳出）
項　　目 金　　額 主な使いみち

国民健康保険
特 別 会 計 18,855千円 国民健康保険事業費納付金

後 期 高 齢 者
医療特別会計 109千円 後期高齢者医療事務共同電算化事

業委託金
介 護 保 険
特 別 会 計 7,823円 過年度介護給付費負担金返還金

地域開発事業
特 別 会 計 0千円 東工業団地内支障木伐採委託料

簡 易 水 道
特 別 会 計 0千円

上 水 道 事 業
会 計 0千円

公立芽室病院
事 業 会 計 2,234千円 部門別原価管理システム導入委

託料



９月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）

議
会
運
営
委
員
会

第
８
回　

９
月
５
日（
月
）

第
９
回　

９
月
13
日（
火
）

第
10
回　

９
月
26
日（
月
）

　

10
月
に
実
施
す
る
議
員
研
修

で
は
、
青
森
大
学
の
佐
藤
淳
教

授
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
対
話
」

と「
討
議
」の
基
礎
的
内
容
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、

議
長
諮
問
事
項
で
あ
る「
多
様

な
議
員
の
な
り
手
」を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
樺
高
校
と
の
連
携

協
定
事
業
や
、
令
和
４
年
度
議

会
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
テ
ー
マ
設

定
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
白
樺
高
校
と
の
連
携

協
定
事
業
は
、
今
年
度
議
会
の

外
部
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
評
価
に
至
る
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し

ま
し
た
。

第
６
回　

９
月
１
日（
木
）

第
７
回　

９
月
９
日（
金
）

第
８
回　

９
月
15
日（
木
）

第
９
回　

９
月
21
日（
水
）

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援
策
と
し
て
、
町
内
の

上
水
道
及
び
簡
易
水
道
契
約
者

を
対
象
に
、
令
和
４
年
11
月
請

求
分
か
ら
４
か
月
間
、
水
道
料

金
の
基
本
料
金
が
減
免
さ
れ
ま

す
。
利
用
者
か
ら
の
申
請
は
不

要
で
す
。

所
管
委
員
会
の
抽
出
事
業
に
つ

い
て

　

テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
世
代
に

愛
さ
れ
る
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー

ク
」

　

今
年
度
の
取
組
事
項
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・�

活
用
計
画
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
て
き
た
２
年
間
の
改
革

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
現

　

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
２
件

の
陳
情
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

①「
義
務
教
育
国
費
負
担
制
度

維
持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ
の

復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」な
ど

予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学
保
障

の
実
現
に
向
け
た
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
陳
情

　

自
由
討
議
の
の
ち
討
論
が
行

わ
れ
、「
今
後
も
安
定
し
て
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
国

に
よ
る
支
援
は
欠
か
せ
ず
、
本

陳
情
の
趣
旨
及
び
願
意
は
妥
当
」

と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

「
採
択
す
べ
き
も
の
」と
し
て
、

本
会
議
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

②「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

参
考
人
か
ら
の
趣
旨
説
明
や

質
疑
の
の
ち
自
由
討
議
を
経
て

討
論
を
行
い
ま
し
た
。「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
を
契
機
と
し
た

中
小
・
零
細
事
業
者
の
廃
業
の

増
加
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
」と
の

賛
成
討
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
消

費
税
は
消
費
者
が
負
担
す
る
税

で
あ
り
、
適
切
に
納
税
さ
れ
る

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

地
に
て
体
感
し
、
調
査
を
進

め
る
。

・�

活
用
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
町
民
か
ら
意
見
を
聴

取
す
る
。

・�

町
民
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
、

令
和
４
年
12
月（
年
内
）に
報

告
書
を
作
成

　

今
年
度
も
、
新
嵐
山
ス
カ
イ

パ
ー
ク
発
展
の
た
め
に
多
く
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
12
ペ
ー
ジ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の

詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
と
が
税
の
原
則
に
照
ら
し
て

適
切
」、「
制
度
開
始
後
の
経
過

措
置
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、適
切
・

公
平
な
課
税
制
度
と
考
え
る
」

な
ど
の
反
対
討
論
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
委
員
会
と
し
て「
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
、

本
会
議
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

--------------------------------------

　

町
営
水
泳
プ
ー
ル
等
整
備
事

業
関
連　

使
用
料
改
正
の
概
要

に
つ
い
て

　

町
営
プ
ー
ル
建
設
に
伴
い
、

新
た
な
施
設
と
な
る「
つ
な
ぐ
棟

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
能
）」を
は
じ

め
、
開
設
後
の
使
用
料
に
つ
い

て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
総

合
体
育
館
や
プ
ー
ル
の
使
用
料

変
更
は
な
い
も
の
の
、
つ
な
ぐ

棟
に
つ
い
て
は
１
回
２
４
０
円
、

ま
た
、
従
来
の
６
か
月
券
の
廃

止
や
施
設
ご
と
の
回
数
券
を
用

意
す
る
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

自
由
討
議
で
は
、「
町
民
目
線
の

料
金
設
定
な
の
か
あ
い
ま
い
に

感
じ
る
」、「
指
定
管
理
料
の
リ

ス
ク
分
担
に
つ
い
て
も
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
」な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
継
続
し
て
調
査
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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国国にに２件２件のの意見書意見書をを提出提出
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」など

教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書

　教育の機会均等を確保するためにも、国の責任において義務教育費国庫負担制度を堅持し、国の負担率を２分の１へ
と復元することが重要である。
　また、子どもたちへのきめ細やかな教育を実現するためには、教職員定数を抜本的に改善することによる少人数学級
の実現と教職員の超勤・多忙化解消は不可欠である。要保護・準要保護率は、依然として厳しい実態にある。また、教
育現場では給食費・修学旅行費などの私費負担が減少せず、地方交付税措置されている教材費や図書費についても自治
体によってその措置に格差が生じている。
　さらに、「奨学金制度」を利用せざるを得ない子どもたちや経済的な理由で進学・就学を断念する子どもが増加しており、
その解消に向けて、就学援助制度・奨学金制度・高校授業料無償化制度を拡大させていく必要があることから、以下の
事項を強く要望する。

記
１�　国の責務である教育の機会均等・水準の最低保障を担保するため、義務教育費を無償とすること。少なくとも、義
務教育費国庫負担制度を堅持し、当面、義務教育費国庫負担金の負担率を２分の１に復元すること。
２�　「30人以下学級」の早期実現に向けて、小学校１年生から中学校３年生の学級編制標準を順次改定すること。当面、
中学・高校への「35人以下学級」拡大をすること。また、地域の特性にあった教育環境整備・教育活動の推進、住む
地域に関係なく子どもたちの教育を保障するため、計画的な教職員定数改善による実質的な教職員増の早期実現、教
頭・養護教諭・事務職員の全校配置の実現のため、必要な予算の確保・拡充を図ること。
３　保護者負担の解消や、図書費などについては国において十分な確保、拡充を行うこと。
４�　就学援助制度・奨学金制度・高校授業料無償化制度の拡大など、就学保障の充実に向け、国の責任において予算の
十分な確保、拡充を図ること。

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

　地方財政は依然として厳しい状況にあることから、国と地方の適切な役割分担のもと、防災・減災、国土強靱化に必
要な予算を安定的かつ継続的に確保することが重要であり、国においては、次の事項について特段の措置を講ずるよう
強く要望する。

記
１�　国土強靱化に資する社会資本の整備・管理が長期安定的に進められるよう、公共事業関係予算の所要額を確保する
とともに、地域の実態に鑑み予算を重点配分すること。
２�　「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・財源を確保するととも
に、継続的・安定的に国土強靱化の取組を進めることが重要であることから、５か年加速化対策後も予算・財源を通
常予算とは別枠で確保し継続的に取り組むこと。
３�　新広域道路交通計画に基づき、高規格道路については、着手済み区間の早期開通、未着手区間の早期着手及び暫定
２車線区間の４車線化といった機能強化を図ること。また、高規格道路と並行する国道とのダブルネットワークの構
築や道路の防災対策・無電柱化などによるリダンダンシーの確保を図ること。
４�　橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策を推進するため、点検・診断・補修などのメンテナンスサイクルを確立し、
予防保全を含む戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の拡充を図ること。
５�　地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、通学路の交通安全対策などの道路整備や除排雪を含む
年間を通じた維持管理の充実が図られるよう、必要な予算を確保すること。
６�　維持管理に活用可能な交付金制度を創設するとともに、公共施設の長寿命化について、すべての管理施設の点検や
診断、補修、更新が交付対象となるよう採択要件を緩和するなど、地方負担の軽減を図ること。
７�　冬期における円滑な交通確保のため、除排雪に必要な予算を確保するとともに、老朽化が進行している除雪機械等
の計画的な更新・増強が可能となるよう財政支援を強化すること。
８�　日本海溝・千島海溝周辺型地震に備え、避難施設、避難路などの整備及び津波対策緊急事業について、必要な予算
の確保、地方負担を軽減する財政支援の充実強化を図ること。
９�　堤防整備、ダム建設・再生などの対策をより一層加速するため、粘り強い堤防の整備に関する交付金制度の拡充や
準用河川改修の事業要件緩和、小規模河川改修に対応した財政、技術支援制度の創設など、「流域治水」の取組に必要
な財政支援を更に強化すること。
10　災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充実・強化を図ること。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
員
賛
否
」「
議
会
白
書
」

意見書は要約しています。原文はホームページに掲載しています。



次
の
ペ
ー
ジ
は「
編
集
後
記
」

審議した議案と各議員の賛否 令和４年９月定例会議
※早苗豊議長は採決には加わりません。

※９/14は地方自治法第106条第１項の規定に基づき、早苗議長に代わり常通副議長が議長の職務を行いました。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

寺
町　

平
一

審
議
結
果

議　

決　

日
行政報告 行政報告 採決はありません

9/1

報 告 令和３年度芽室町一般会計継続費精算報告書について 報告事項のため、採決はありません 受理
諮 問 人権擁護委員推薦につき意見を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 意見なし
議 案 芽室町教育委員会教育長任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 任命同意
議 案 芽室町教育委員会委員任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 任命同意
議 案 町営水泳プール等整備工事請負変更契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町地域体育館設置及び管理条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
認 定 令和３年度芽室町一般会計決算認定の件

予算決算特別委員会に審査付託

認 定 令和３年度芽室町国民健康保険特別会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町後期高齢者医療特別会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町介護保険特別会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町地域開発事業特別会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町簡易水道特別会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町下水道事業会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町上水道事業会計決算認定の件
認 定 令和３年度芽室町公立芽室病院事業会計決算認定の件
議 案 令和４年度芽室町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情
「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」
など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」の提出を求
める陳情

厚生文教常任委員会に審査付託

陳 情 「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」の提出を求める陳情 厚生文教常任委員会に審査付託

議員辞職の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 議
長 許可

9/14
行政報告 行政報告 採決はありません
認 定 令和３年度芽室町一般会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

9
月
14
日
辞
職

○ ○ ○ 認定

9/21

認 定 令和３年度芽室町国民健康保険特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町後期高齢者医療特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町介護保険特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町地域開発事業特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町簡易水道特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町下水道事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町上水道事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 令和３年度芽室町公立芽室病院事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

陳 情
「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」
など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」の提出を求
める陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳 情 「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」の提出を求める陳情 × × × ○ ○ × × × 欠 ○ × × × × 不採択
報 告 専決処分について報告の件（令和４年度芽室町一般会計補正予算（第６号）） 報告事項のため、採決はありません。 受理
報 告 令和３年度芽室町健全化判断比率及び資金不足比率報告の件 報告事項のため、採決はありません。 受理
議 案 令和３年度芽室町上水道事業会計剰余金処分の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 中伏古地域集会施設再整備事業契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 上伏古地域集会施設再整備事業契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 職員の育児休業等に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町手数料徴収条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 第５期芽室町総合計画基本構想変更及び後期実施計画策定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町簡易水道特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町上水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和４年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
会 議 案 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」
など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情 住民訴訟に関する陳情 総務経済常任委員会に審査付託
議長発議 議員研修会派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 決定
議長発議 委員派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 決定

令和４年９月　延べ28時間58分活動しました！議会白書

会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット

中継
アクセス数会議時間

本 会 議 9月 定 例 会 議

9月1日
1:38 0:46

１．�令和３年度芽室町一般会計継続費精算報告書につ
いて

２．人権擁護委員推薦につき意見を求める件　他
2 (150)

9:30～11:54

9月14日
1:47 3:20

一般質問３人�
（正村紀美子、渡辺洋一郎、中田智惠子）� 4 240�

9:30～14:37

9月15日
0:41 4:12

一般質問３人�
（立川美穂、堀切忠、梶澤幸治）� 2 (154)

9:30～14:23

9月21日

0:36 1:28

１．令和３年度芽室町各会計決算認定の件�
２．�「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１へ
の復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と
就学保障の実現に向けた意見書」の提出を求める陳
情　他

2 (155)
9:30～11:34

常 任�
委 員 会

総務�
経済

第6回
9月1日

0:01 0:32 １．哺育育成施設について�
２．令和４年度総務経済常任委員会の抽出事業について 1 (150)

13:45～14:18

第7回
9月9日

0:01 0:15 １．物価高騰対策について 2 (91)
10:15～10:30

第8回
9月15日

0:00 0:17 １．令和４年度総務経済常任委員会の抽出事業について 1 (154)
14:45～15:02

第9回
9月21日

0:00 0:03 １．陳情第１４号「住民訴訟に関する陳情」について 1 (155)
14:10～14:13

厚生�
文教

第8回

9月1日

0:00 0:04

１．�陳情第１２号　「義務教育費国庫負担制度堅持・負
担率２分の１への復元、「30人以下学級」など教育
予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」
の提出を求める陳情

２．�陳情第１３号　「消費税インボイス制度の実施中止
を求める意見書」の提出を求める陳情

1 (150)
13:30～13:34

第9回
9月12日

0:24 1:45
１．新型コロナウイルスワクチンの接種状況等について�
２．�陳情第１３号　「消費税インボイス制度の実施中止
を求める意見書」の提出を求める陳情　他

2 23�
9:30～11:39

第10回
9月13日

0:14 0:27
１．�陳情第１３号　「消費税インボイス制度の実施中止
を求める意見書」の提出を求める陳情� 3 (26)

13:30～14:11

第11回
9月21日

0:19 1:07
１．芽室町教育大綱の策定について�
２．�町営水泳プール等整備事業関連　使用料改正の概
要について　他

1 (155)
14:30～15:56

議 会 運 営 委 員 会

第8回
9月5日

0:11 0:39 １．９月定例会議における一般質問について�
２．議会だより９月号の編集について　他 0 0�

9:30～10:20

第9回
9月13日

0:20 0:26
１．�令和４年芽室町議会定例会９月定例会議の運営に
ついて

２．議員研修（10月開催）（案）について　他
0 (26)

9:30～10:16

第10回
9月26日

0:18 0:45
１．議員研修（10月開催）案について�
２．�白樺高校（３学年）連携協定事業実施案について　
他

0 3�
10:30～11:33

全 員 協 議 会
第6回

9月1日
0:00 0:01 １．人権擁護委員推薦につき意見を求める件 2 (150)

9:41～9:42

第7回
9月21日

0:00 0:44 １．芽室町議会モニター制度改正案について�
２．議員研修（10月開催）案について　他 1 (155)

13:15～13:59

予 算 決 算
特 別 委 員 会

第5回
9月1日

0:13 1:19 ・令和４年度各会計補正予算の審査について 2 (150)
10:13～11:45

第6回

9月6日
2:04 2:37

決算審査�
・財政分析等の説明及び質疑�
・５特別会計、３事業会計、一般会計　議会費～総務費

0 208�
9:30～14:11

9月7日
2:14 5:24 決算審査�

・一般会計　総務費～商工費 2 373�
9:30～17:08
9月8日

1:48 1:49
決算審査�
・一般会計　土木費～災害復旧費�
・歳入全般

0 169�
9:30～14:07

9月9日
0:01 0:20 決算審査�

・全会計一括討論・全会計一括採決 1 (91)
9:30～9:51

第7回
9月21日

0:00 0:23 ・令和４年度各会計補正予算の審査について 2 (155)
10:57～11:20

議 会 広 報
編 集 企 画 会 議 第5回

9月26日
0:00 0:15 １．議会だより１０月号の校正について�

２．議会だより１１月号の編集企画について ※
12:10～12:25

合計 41:48 12:50 28:58 計32 平均134.0
ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
 　　　　　　　　　　※インターネット中継を実施しなかった会議
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スマートフォンサイト友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitter アカウント
@memuro_gikai
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館
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赤
ち
ゃ
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向

け
お
は
な
し
会
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」

に
遊
び
に
来
た
、
た
か
の
は
る
ひ
ち

ゃ
ん（
11
か
月
）。
普
段
は
歌
を
聴
い

て
リ
ズ
ム
に
の
る
の
が
大
好
き
で
す

が
、
こ
の
日
は
読
書
の
秋
を
楽
し
ん

で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

お知らせ

広瀬重雄議員の
議員辞職について

　令和４年９月２日付けで
広瀬重雄議員から、議員を
辞職したい旨の辞職願が提
出され、令和４年９月14日
の定例会議において辞職を
許可することに決定しました。

アンケート質問項目
１　�令和２年４月以降に「新嵐山スカイパーク」
を利用しましたか？

２　利用した施設はどれですか？
　　（選択肢から複数回答可）
３　�令和２年度から改革を進めています。以
前と比べてどのように感じますか？

４　�新嵐山スカイパークに望むこと（ご意見）
をお聞かせください

ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

■
10
月
か
ら
の
議
会
活
動
は
、
議
会

モ
ニ
タ
ー
会
議
、
各
団
体
や
、
地
元

の
高
校
生
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
で
、
率
直
な
「
町
民
の
声
」

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い鈴木健充

れ
た
農
家
さ
ん
の
思

い
や
ご
苦
労
に
直
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
学
び
を
得
た

よ
う
で
す
。

■
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

も
豊
穣
の
秋
と
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

私
事
で
す
が
夏
休
み
期
間
中
、
大
学

生
の
息
子
（
農
業
小
学
校
出
身
）
が

農
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
ま

し
た
。
作
物
一
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら立川美穂

■
円
安
、
物
価
高
そ
し
て
、
終
わ
り

の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
と
い
つ
ま

で
こ
ん
な�

状
況
が
続
く
の
で
し
ょ

う
か
？
季
節
は
秋
。
ス
ポ
ー
ツ
に
、

趣
味
に
と
何
か
に
こ
だ
わ
っ
た
1
日

を
過
ご
す
の
も
い
い

で
す
ね
。
で
も
、
な

か
な
か
？

中村和宏

12

第
２
回　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
新
嵐
山
）

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
が
実
施
す
る
２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
す
。

　

芽
室
町
は
、
新
嵐
山
活
用
計
画「Rural�inn�

ザ
・
ス
カ
イ
パ
ー

ク
」を
策
定
し
、
大
き
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

改
革
が
ど
の
よ
う
に
実
感
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
よ
り
良

い
施
設
と
な
る
よ
う
議
論
し
て
い
く
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す（
10
月
31
日
ま
で
）。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡
単
に
入
力
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

アンケートの回答は
こちらから▶︎

新嵐山スカイパーク展望台からの風景


